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ThePowerandtheGlory
にお け る手 法 とその象 徴 性
川　　口　　能　　久
1
グ レア ム ゜グ リー ンは、カ トリック作家 と言 われ、彼 の作 品には、カ ト
Il)
リック小説 とい うラベルがは られ て きた。実際 、このよ うな観点 、即 ち、
宗教 あるいは思想 とい う観点か ら、多 くの ことが論 じられて きた 。グ リー
ンの作品 を理 解す る上 で、 この よ うな観点か らの考察 が有意義 である こと
は言 うまで もない。 しか し、 この ことはグ リー ンの作品研究 が このよ うな
観点 か らの考察 に終始 してよい とい うことを意味 しているのでは決 してな
いo
Greene has often written about Catholics and he has made Catholic 
belief the arbiter of much of his work. No-one could possibly deny this. 
But this does not mean that criticism of Greene's work should therefore 
reduce itself to an essay in moral theology. By no  means.(2)
凡 そ、文 学作 品 とは、単 に思想 によってのみ構 成 されてい るのではな く、
ス トー リー、作中人物 、プ ロッ ト、 といった いろいろな要因か ら構成 され
てい るもので ある以上 、思想以外の方面への考 察が必要且っ重要 である こ
とは明 らかであろ う。
グ リー ンの作品においては、宗教的 、倫理的問題 に関心 が奪 わ れ る 余
り、 このよ うな方面へ の考察 、例 えば、手法 に関す る考察 はないが しろに
され て きたよ うである。 しか し、それ はGreenelandと呼 ばれているグ
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り一 ンの作品 の世界 と密接に関連 してお り、極 めて重 要な問題 の一つで あ
り、十 分 考察 に値す るものである。
ところで 、前述 の通 り、グ リーンはカ トリック作家 と言 わ れ、あ る い
は・正 にそれ故に、その思想的側面 に多 くの関心 が払 われ てきた反面 、一
部の人 か らは単 なるス リラー作家、大衆作家 と見な されているよ うである。
グリー ンに対 する認識 が浅 いと言 って しまえげそれ までであ るが、彼 の作
(3)品 には
、nOvelS,entertainmentsとを問 わず 、多かれ少な か れ ス リラー
的、メ ロ ドラマ的要素 があ り、 このよ うな考 え方 にも一面 の真理 はある。
しか し、 グ リー ンの作品は、決 して単な るス リラー小説 、大衆小説 に等 し
いので はない。 この こ と は、 勿 論、 グ リー ン が、 と りわ けBrighton
Rock以 後の作品 にお いて、宗教 的、倫理的問題 をテーマ としていること
にもよ るが、彼の作品 の持 つ象徴性 に も帰せ られ るで あろ う。
さて、 グ リーンの作品のすべ てにわた って、手法、象徴性 とい う見地か
ら具体 的な考察 を加 えることは、甚 だ困難 である。そ こで本稿 では、彼の
最大傑作 とされてい るThePowerandtheGloryにおける手法 と象徴
性 を中心 に、他 の作 品に も言及 しっっ 、ささやかな考察 を行 いた い。尚、
蛇足なが ら、 このよ うな問題 を取 り扱 う場合、その間題 の性質上 、かな り
具体的な もの にな らぎるを得ない ことを最初 に断 ってお きたい。
皿
グ リー ンの作nqに関 して、映画 的特質 あるいは映画 的手法 とい うことが
(4)指摘
され てきた。 この ことは、グ リーンがSpectator等の雑 誌 に映画批
評 を書 いている ことを考 え合 わせれ ば、当然 と言 えば当然の ことであ る。
事実 ・Sta〃aboulTrain,・40%πカ7Sale,ThePowerandtheGlory,
TheEndoftheAffairをは じめ、彼 の作品の多 くは 映画化 され、又 、
彼 自身 、TheThirdIVIan等、映画 のための作品 を書 いている。次 の引
用文 は、ThePowerandtheGloryの冒頭 の パ ラグラフであるが、 ここ
に もその映画 的特質 がよ く表 われ ている。
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Mr Tench went out to look for his ether cylinder, into the blazing 
Mexican sun and the bleaching dust. A few vultures looked down from 
the roof with shabby indifference: He wasn't carrion yet. A faint feeling 
of rebellion stirred in Mr Tench's heart, and he wrenched up a piece of 
 the road with splintering finger-nails and tossed it feebly towards them. 
One rose and flapped across the town: Over the tiny plaza, over the bust 
of an ex-president, ex-general, ex-human being, over the two stalls 
which sold mineral  water, towards the river and the sea. It wouldn't 
find anything there: The sharks looked after the carrion on that side. 
Mr Tench went on across the  plaza.(5)
まず 、グ リー ンの まことに巧みな背景 の設定の仕方 に注 目したい。 この小
説 は、omniscientpointofviewから書 れて いるが、その利点 を十 分
(6)
に利用 し、"VUlture"の目を通 して、 この小説 の舞台 とな る荒廃 した・
焼 け付 くよ うな メキ シコの土地 を読者の眼前 に展開す る。
A brief and literally a bird's-eye view, sandwiched in quite smoothly 
with what the dentist takes in on his way to the landing, suggests the 
wide area for the  action.(7)
更 に 注 目 す べ き こ と は 、 グ リー ン が 象 徴 的 な も の 、 暗 示 的 な もの を 選 ん
で 描 い て い る と い う こ とで あ る 。例 え ば 、"vultures","sharks""carri-
on"は 、 腐 敗 を 象 徴 し 、又 、"ex-president","ex-genera1","ex-human
being"は大 き な 変 化 、 つ ま り 、 革 命 が 起 っ た こ と を 暗 示 し て い る 。 言
　
い換 えれば、 これ らの ものはシ ンボルなので ある。そ して、 とりわ け注 目
すべ きものは、"vultures"である。この 言 葉 は二つの 機能 を 果 してい
る。1その一つ は、今述 べた通 り、腐敗 のシンボル としての機能 であ り、小
説全体に不吉 な雰 囲気 を与 えてい る。そ して この腐敗 の シンボルは、 この
小説全体 を覆 って いて 、場面が変 わ る度 に現 われ る。つ ま り、 グ リーンは
同 じ語句 を繰 り返す ことによ り、小説 に リズムを与 えているのであ る。言(8)
い換 えれ ば、"vultures"はE.M.Forsterのい う`banner"なの で
あ り、 これが"vultures"の他 機能 なのである。又 、"feebly","with
shabbyindifference"といった副詞 、副詞句 も、な るほ どそれ らはシン
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ボルでは ないが、 この土地 に充満 している倦怠感 あるいは無 力感 を表 わ し
ている。
以上 、ThePowerandtheGloryの冒頭 のパ ラグラフにつ いて述べ
て きた 。わずか これだ けの文章 で小説 の舞台 を設定 し、その雰囲気 をつ く
りだ し、何 の抵抗 も与 えずに読者 を物語の世界へ引 き込 む卓越 した手腕は、
(9)グ リーン独 自の ものであろ う。尚、背景 を描 くときの熟慮 された視点 、シ
ンボル によ って雰 囲気をつ く りだす手法は、冒頭 のみな らず作品全体 を通
じて見 られ 、次 に述べ る暗示 の手法 と共に、グ リーンのstorytellerとし
ての手 法の 中核 をなす もので ある。
皿
グ リー ンは一流 のstorytellerと言 われ、 しば しばWilliamSomerset
Maughamと比較 されて きた 。 このことは極 めて至当な ことのよ うに思わ
れ る。なぜな ら、 グ リー ンの手法の多 くは、結 局の ところ、storytellerの
それに帰 せ られ るか らで ある。E.M。Forsterも指摘 している通 り、ス ト
ー リー とい う要因 は、決 して高級 な ものではないが小説 には不可欠の要因
であ り、 その唯一 の利点 は、読者 に次 に何 が起 こるか とい う好奇心 をお こ
⑩
させ ることである。 この好奇心 をお こさせ る上 で極 めて有効な暗示 とい う
手法が、 グ リー ンの作品 のいたる ところで使 われ ている。
The man's dark suit and sloping shoulders reminded him uncomfortably 
of a coffin, and death was in his carious mouth  already.(11) 
But at any moment now a word, a gesture, the most trivial act might 
be her sesame — to  what  ?(12) 
He knew. He was in the presence of  Judas.(13)
これ らは、いわば、文の レベルでの暗示であ るが、 あ る出来事、 あるい
は、エ ピソー ドがその次 に起 こるエ ピソー ドを暗示 していること もある。
例 えば、Juanのエ ピソー ドは、次 にウイスキー 司祭 が試練 を受 けること
を暗示 している。以上 のよ うな例 はほんの一例 にす ぎず、 グ リーンの作 品
は このよ うな暗示 、伏線 の連続で あると言 って も過言で はない。そ して こ
69
ThePowerandtheGloryにお け る手 法 とそ の 象徴 性
のよ うな グ リーンの手法が、彼独 自のス リル とサスペ ンスを生みだ し、延
いてはGreenelandの特徴 の一つ となってい るのであ る。
暗示 の手法 は、物語 を進 める上で非常に有益 であ るが、 グ リーンにあ っ
てはそれは又 欠点で もある。つ ま り、彼 は読者 に好奇心 を起 こさせ よ うと
す る余 り、作 品の明晰 さを犠牲 に しているので ある。時 として、彼 はプ ロ
ットや人物 を、余 りに も漠然 と曖昧に描 くことが ある。例 えば、 ウイスキ
ー司祭は、何度 も新 しい人物 として紹介 され る。又、CoralFellowsが何
故、 どのよ うに して殺 されたのか不 明瞭である。こ うい った ことは、徒 ら
に読者 を混乱 させ るだ けであ り、従 って、明断 さの欠如 は、彼 の作品 の欠
点の一つ と言 わな ければな らない。 しか しなが ら、前に述 べた読 者を作品
の世界へ導 き入れ る物語の始め方 の うま さ、あるい は、 まことに巧みな暗
示の手法 を考 える時、 グ リーンを一流のstorytellerとみなす ことに、何
の異論 もな いであろ う。
次 に、今 まで述べ て きた こと、 と りわ け暗示 の手 法 と関連 する ことであ
るが 、ThePowerandtheGloryにおける象徴性 とい うことについて述
べ てお きたい。 まず第一 に、ThePowerandtheGloryとい うタイ ト
ルその ものが、TheEndoftheAffair,TheHeartoftheMatterとい⑳
った タイ トル と同様、 いろいろな解釈 の可能性 を含んでお り、 タイ トルそ
の ものが この作品の もつ象徴性 を端 的に示 している。
さて一般的 に言 って、場面、人物 、エ ピソー ド等 々、 グ リー ンの描 くも
のはすべ て象徴 的意味 を、そ して時 には寓意 的意味 を持 ってい る。例 えば
Miss]しehrがソックスをつ くろい、MrLehrがNewYorkmagazine
を読 む場面 は平和 な世界、宗教的迫害 が行われていない世界 を象徴 してい
る。 この ことは、場面が変わ る度 に現 われる腐敗 のシンボルで ある"vul-
tures"が、 この場面 に限 って現 われない ことか ら も明 らか であろ う。又、
肉欲 と罪 と不 幸な愛 に満 ちた牢獄 は、 グ リーンの世 界観 を象徴 的に表 わ し
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た もので あ り・TheCatholicfamilyは一般の カ トリック信者 がおかれ
ている苦 境 を象徴 し、MrsFellOWSは孤独 と不安 に 苛 まれてい る人々を
象徴 して いる。 あるいは、ウイスキ ー 司祭 がMrFellowsの家が荒廃 し
ているこ とを発見 す ることは、彼が精神 的荒 野へ入 る ことを意 味 し、彼が
メスチゾ と供 に引 き返す ことは、彼 が自己の義務 を果 そ うと決意 した こと
を意 味 している。このよ うな ことは、ほんの一例 にす ぎないので あって、
ThePowerandtheGloryは勿論、 グ リーンの他の作品 において も、同
様 の象徴 的、寓意的意味を持 った場面、人物 、エ ピソー ド等 々を見い出す
こ とが出 来 る。
グ リー ンの他の多 くの作品同様、ThePowerandtheGloryにおいて
も、追 う者 と追 われる者 とい うグ リー ン独 自のパター ンがある。 しか し、
この作品 においては、 この関係 が非常 に象徴 的、多層的 にな っそ いる。
Throughout the novel the opposition between these two  implies  ... 
something more than a relationship between pursuer and  pursued  (15)
まず第一 に、追われる者が単なる犯罪者 とは異な り、宗教を代表する司祭
であ り、追 う者が主任警部、つまり国家権力を象徴する警察であるという
こと。更 に、この二人は単に宗教と国家 とい う対立関係のみならず、一面
においては互いに等 しい思想を表わ し、又、他の一面においては、互 いに
対立する思想をも表わ しているのである。
ところで、ウィスキー司祭 と主任警部は、それぞれ確固たる信念に基づ
いて行動 しているのではない。ウィスキー司祭は、司祭としての義務感 と
絶望感、あるいは罪の意識 との葛藤に悩み、あれ程 までにウィスキー司祭
を軽蔑し、敵視 していた主任警部は、彼を少な くとも人間としては認め、
そしてウィスキー司祭の処刑後、彼のみじめな少年時代の体験に根ざした
彼の信念はゆるぎ始める。両者は互いに人間として認め合い、愛情さえ感
じるのである。このようなことが、両者の関係 を単に追 う者 と追われる者
という関係にとどめず、極めて意味深いものとしているのである。
さて、ウィスキー司祭の逃亡 と主任警部の追跡の物語は、何人かのBy一
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standersを背景 として展開 され る。
 The story of the hunted priest, his pursuit and capture, is set against a 
background of  '  Bystanders' who represent various forms of loneliness 
and isolation.
注 目すべ き ことは、BystandersにはMrTench,PadreJose・Luis・
Coralといった具合 に、それぞれ 固有 名詞 が与 え られて いるが、 中 心 人
物 、つ ま り、 ウ ィスキー司祭 と主任警部 にはこのよ うな固有名詞が与 え ら
れ ていな い ことであ る。つ ま り、グ リーンはこのよ うにする こ と に よっ
て、ウ ィスキー司祭 と主任警 部を際立 たせ ると同時 に、彼 らに、そして彼
らの関係 に普遍 性を与 えているので ある。
一般的 に言 って、 グ リー ンの作品 の結末 は極めて象徴 的・且 つ・暗示 的
であ り、TheHeartoftheMatter,TheEndoftheAffairのよ うに、
多 くは主人公の死で終 ってい る。ThePowerandtheGloryにおいて も
最 後の ところでウ ィスキー司祭が処刑 され るが ・グ リーンの作品 にお いて
は、その主 人公 の死以後が重 要なのである。ThePowerandtheGlory
の結末 は、二 つの意 味において象徴的、且つ、暗示 的であ り、又、非常 に
重 要で もある。 まず第一 に、グ リー ンはその思想 ・あ るいは・その象徴的
意 味を も含 めて、 ウ ィスキー司祭 と主任警部の どちらがす ぐれているのか
とい う問に対 して、明示的な形で答 を示 していない。 しか し・ウ ィスキー
司 祭 と話 し合 った後 、主任警部の彼 に対する考 え方・態度が変わ り・彼 の
死 後、主任警部 の強 い信念が ゆるぎ始 めた とい う事実、 そ して何よ りも、
かつ てはJuanの 伝説 を軽蔑 し、主任警 部に敬服 していたLuisが・今や
彼 につ ばを吐 き、 ウ ィスキー司祭 の殉教の影響 をうけて新 たに登場 した司
祭 を迎 えるとい う結 末は、そ して勿論、新 しい司祭 の登 場 とい うこと自体
もそ うであるが、 ウ ィスキー司祭 が主任警部よ りもす ぐれていた とい うこ
とをはっき りと示 してい るのである。
ところで、 この作品 はその冒頭 に登場 したBystandersが再 び登場 し、
新 た に司祭が現 われ ると ころ で終 っ てい る。 この ことは・逆説 的な言 い方
をすれば、物語 の終 りを意味 してい るのではな く物語 の始 ま りを意味 して
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い るので ある。司 祭 とBystandersの登場、 この ことか らこの物語 は始 ま
ちた ので ある。つ ま り、又同 じことが繰 り返 され ることを意味 してい るの
であ り、 この ことが この物語 に普遍性 を与 えてい るのであ る。
グ リー ンの作品 は、 ス リラー小説 、大衆小説 と言 われ ることが あ る。確
か に、彼 の作品に その よ うな要素 がある ことは否定で きない。 しか し、今
述べ て きたよ うな彼 の作品の持 つ象徴性、 あるいは、普 遍性 によって、彼
の作品は 単な るス リラー小説 、大衆小説 とは異 った極 めて意 味深 い、含蓄
の多 い作 品 となってい るのである。
v
以上、ThePowerandtheGloryにおける手法 とその象徴 性 という
ことにつ いて述べ て きた。論理的 に一貫性があるわけではな く、ただ単 に、
気づ いた ことを羅 列 したに過 ぎない。 このよ うな ものを敢 えて公 にしたの
は、 グ リーンの作品 をよ り自由な、よ り新 しい観点か ら、は っき り言 って
しまえば ・宗教・思想 、道徳 といった観点 以外 の立場か ら考察 し評価 する
必要性 を痛感 したか らに他な らない。本稿 が、多少 と も、よ り新 しい見地
か ら・グ リー ンの作品 を検討す る刺激 とな るな ら、本稿の 目的は十分 に達
せ られた と言 うべ きなのであ る。
注
(1)  '  Like many other writers, he (Greene) does not necessarily understand 
 what makes him the way he is. He happens to attribute most of his principles 
 and prejudices to his Catholic faith. Far too willingly the critics accepted 
 him as a Catholic novelist, confusing the essence with the  mask.  ' John 
 Atkins, Graham Greene (New Revised Edition; London: Calder and Boyars 
 Ltd., 1970), p. viii. 
(2) Ibid., p. ix. 
 (3)  '  That distinction (Greene's own distinction between novels and entertain-
 ments)  ... is superficial, for the same themes appear in novels and entertain-
 ments and the same  techniques, more or less, appear in both. Greene's
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 labels, if there is any validity in them at all, serve simply as an indication 
 of degree. The novels deal seriously with life; the entertainments deal with 
 it less seriously, or rather their focus is slightly different  .... ' 
 Robert  O.Evans (ed.), Graham Greene: Some Critical Considerations (Lex-
 ington: University of Kentucky Press, 1967),  p. vii. 
(4) cf. Atkins, op. cit., p. 78. Evans (ed.), op. cit., p. 66. 
(5) Graham Greene, The Power and the Glory (The Collected Edition; London: 
 William Heinemann & The Bodley Head, 1971), p. 1. 
 (6)  '  The omniscient point of view allows a greater freedom in the handling 
 of scene, characters, time and space simply because the invisible narrator 
 is not committed to a static perspective.' Evans (ed.), op. cit., p. 63. 
(7) Ibid., p. 74. 
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